
 

 

 

 

  

   おばな康広通信 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ obana@komei-fukuokacity.net 

http://www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana 

平成２２年「春」発行  №１１ 
福岡市議会議員 尾花康広 

福岡市東区和白 5-2-14-601 

(発行所)TEL：FAX  092-403-9970 

(議会控室)TEL711-4728 FAX741-4597 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶－１期４年の最終年度を迎えて 

常日頃から、皆様には、温かいご支援を賜り、心より御礼・感謝申し上げます。 

早いもので、いよいよ１期の総仕上げの最終年度を迎えました。 

どこまでも生活者の視点で、一つ一つの市民相談を大切にしながら、市政の諸課題、経済・雇用対

策、行財政改革、福祉対策等に果敢に取り組んでまいります。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

☆証明書発行の市民本位の利便性向上策☆ 

本市で稼働しているコンピュータシステムは、

平成２１年度当初予算で１９７システム、機器リー

ス料・保守運用経費で、約４１億９千万円となって

おります。これには開発経費は含まれず、このシ

ステムの一つである「保健福祉総合システム」が

約１０億円の経費がかかっていることから推測す

れば、長年にわたって莫大な市税が投入され、

行政事務の効率化の名目で、コンピュータシステ

ムが導入されてきたことになります。 

しかしながら、役所への各種届出・申請の際に

住民票や印鑑証明書、所得証明書などを添付し

なければならないのは何故でしょうか？ 

コンピュータシステムは、市民の利便性向上に

使われてこそ意味があり、役所への申請で、役所

で準備できる住民票等の書類は、役所で揃える

べきでものであり、市民が仕事や家事などを中断

し、交通費を使って役所に出向き、しかも手数料

を取られるという今のやり方は、市民本位の視点

から言えば、本末転倒であることを指摘しました。  

その結果、添付書類の簡略化が全庁的に検

討されることになり、その進捗状況が市のＨＰに

年度末までに掲載されることになりました。 

また、コンビニエンスストアで住民票などが受

け取れるシステムの導入や失業者等への住宅入

居、就職活動、生活資金の借り入れの際の住民

票・所得証明書などの発行手数料減免、増加傾

向にある６５歳以上の高齢者の交通事故対策と

して、運転免許証を自主的に返納される方に対し

て、身分証明書の代替となる写真付き住基カード

無料交付を提案し、検討されることになりました。 

 

≪１２月議会報告≫ 

    

1２月１５日、公明党福岡市議団を代表し、一般

質問を行いました。 

☆子育て支援と地域経済の一挙両得策☆ 

「１００年に１度」の不況の中、国が経済対策を

打ったにもかかわらず、生活実感として、「家計が

楽になった」と感じられないのは何故でしょうか？  

企業収益が、株主などの一部投資家に集中し、

従業員などの国民所得の向上に寄与していない

という構造上の問題が指摘できます。 

この解決方法の一つとして「定額給付金」に代

表されるような、個人への直接給付という形が国

において試行されるようになりました。 

地域経済の景気を本格回復させるためには、こ

の給付金が貯蓄ではなく、地域の商店街などで使

われ、消費に回ることがとても大切です。 

そこで、全国初の栃木県大田原市の「子育て支

援チケット制度」を調査し、この仕組みを本市も取

り入れるよう提案いたしました。 

このチケットは、地域のほとんどの企業で、金券

として使用可能で、企業の換金率は９９％、１％が

自動的に「子育て支援基金」へ、同時に市も１％

の金額を基金へ、合計で２％の積立金額となり、

この豊富な財源を使って、ヒブワクチン予防接種

費用の助成などが行われておりました。   

詳細は、尾花康広のホームページ http://www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana をご覧ください。 
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